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一般財団法人規格協会

　マネジメントシステム審査員評価登録センター（JRCA）御中
２０　　　年
月　　日
食品安全マネジメントシステム審査員研修コースを実施する
審査員研修機関としての承認申請書
申請機関
所在地　〒　　　－　　　　

名称

略称

　　　

代表者役職


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　印


上級経営管理者役職・氏名


　　　　　　　　　　　印


上級経営管理者E-mai1


　　　　　　　　　　　　　　　
下記の通り承認のための申請を致します。
記
1. 申請機関
主たる事務所の住所　〒　　　－　　　　




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先
(正)所属・役職
氏名

　　　　　　　印

Te1(　　　)　　　　　－　　　　　　　　Fax(　　　)　　　　　－　　　　　　
E-ma11



(副) 所属・役職
氏名

　　　　　　　印

Te1(　　　)　　　　　－　　　　　　　　Fax(　　　)　　　　　－　　　　　　
E-ma11



２.　承認申請の種類(該当する□にチェックを入れる。)
□初回承認甲請
□承認維持申請
□承認更新申請

３.　添付資料
承認申請に当たり、付属書１(誓約書)に署名のうえ、付属書２　に明記の書類２部(コピー)と共に提出します。


付属書１

一般財団法人規格協会

　マネジメントシステム審査員評価登録センター（JRCA）御中
誓　　約　　書

一般財団法人規格協会　マネジメントシステム審査員評価登録センター（以下、JRCAという。）は、JRCAへの承認申請からJRCAの承認審査中、及び承認の有効期間中において以下の項目を遵守することについて誓約致します。

１．要求事項との合致と遵守

　当機関は、当機関が実施する食品安全マネジメントシステム審査員研修コースを、JRCA F4050の要求事項に合致させると共に、JRCA F5125にある機関の業務を遵守します。

２．情報の提供と公開

当機関は、承認の取得並びに承認の維持に必要な情報をJRCAに提供します。

３．承認のための審査の受入れと協力等

３－１ 当機関は、JRCAが行う承認のための審査（初回、サーベイランス、維持更新その他、JRCAが必要と認めて行う審査）を受入れると共に協力します。

３－２ 当機関は、審査に当たりJRCAが、当機関の文書の調査、必要な場所への立入り、記録の閲覧及び職員への接触を行うことを認めます。

３－３ 当機関は、当機関の研修コースに、JRCAが立会うことを認めます。

４．変更の通知

　当機関は、JRCA F4050あるいはJRCA F5125の規定に関連する重大な変更が生じた場合には、書面にて速やかにJRCAに通知致します。

５．料金の支払い

　当機関は、JRCA F2050（料金表）に基づいてJRCAが請求する料金を、所定の期日までに支払います。

６．承認シンボルの使用

　当機関は、承認シンボルの使用に当たっては、JRCA F5855を遵守します。

７．異議申立て、苦情の報告

　当機関は、食品安全マネジメントシステム審査員研修コースに関して受けた異議申立て、苦情の記録と、行った対応処置を記録し、JRCAの求めに応じて書面にて報告します。

　　２０　　　年　　　月　　　日

　　申請機関名称






　　

代表者氏名・役職






　印



付属書２

食品安全マネジメントシステム審査員研修コースを実施する審査員研修機関
としての承認を申請するための承認申請書に添付することが必要な書類
初回承認申請する場合

(a)研修の教材に関する資料

番号


資料名

1　研修コースに関して公開している説明書、案内書、パンフレット

2　研修生を受け入れるに当たり事前確認している事項の説明書

3　研修コースのスケジュール(日程、総時間、細分された教科目の時間数が分るもの)

4　細分された教科日ごとの講習内容の説明書(セッションプラン)

5　研修コースを提供するために使用するテキスト

6　研修をすすめるために使用している資料、様式類
－研修期間中を通じて研修生に提供する説明文書・記録類、補足資料、演習・実習に関する文書、演習・実習記録の記入に用いる用紙類、研修生を評価するために使用している用紙(観察結果の記録用紙などを含む)－
(b)研修の講師に関する資料

番号

資料名

7　研修講師の経歴

8　研修講師のマネジメントシステム審査員としての資格、資格取得日

9　研修講師のHACCPに関する知識、経験を明示する記録、資料

(c)JIS Q 9001の要求事項を満たす管理運営手順を持つことを証明する資料

－JIS Q 9001に基づいて構築した品質マネジメントシステムを持つことを示す品質マニュアルでもよい－

承認維持申請する場合

(a) 承認維持申請時以降の研修コース開催予定

(b) 過去1年間の研修コースの実施に関する記録、実施に関して受けた苦情等
(c) 過去1年間に改訂、修正、廃棄など、変更のあった教材、パンフレット、講習に用いる定型化された資料等

(d) 前回審査において観察事項となった事項に対する対応策の一覧

承認更新申請する場合

(a)承認期間中の研修実績記録(研修回数、研修受講者数、研修修了者数)

(b)過去1年間の研修の実施に関して受けた苦情に関する記録

(c)更新申請する時点で作成、もしくは使用中の、上記1、2、3、4、5、6、7、8、9に関する資料およびその過去１年間の改定部分一覧表ならびに、JIS Q 9001の要求事項を満たす管理運営手順を持つことを証明する資料

過去1年間の研修に関して受けた

異議申立て、苦情、紛争に関する記録

	表記の内容を1件ごとにこの用紙に記入していただき、登録の維持の申請時及び、登録の更新の申請時にJRCAに報告して下さい。

該当する問題がなかった場合には、「申立てを受けなかった」と書いて下さい。


	(申立てを受けた研修についてカッコ内の該当する□印をマルで囲んで下さい。)

＊ この中立ては(□研修内容、□教材、□研修方法、□講師、□評価結果、□その他)に関して申立てられたものである。

＊ この申立ては(□マネジメントシステムに関する研修、□HACCPなどの食品安全に関する研修)に関して申立てられたものである。

	苦情の具体的内容：

(申立てを受けてない場合はこの空欄に「申立てを受けなかった」と書いて下さい。) 

	解決状況(該当する□印をマルで囲んで下さい。)

□ 極めて軽微な内容であり、その揚で答えることで解決した。

□ 受講準備の不足、研修内容の理解不足からくる誤解であることが明らかであるので、良く説明して理解させた。

□ 研修や、研修目的についての認識不足に起因する申立てだったので、講習の狙い、目的等を良く説明して納得させた。

□ ISO22000の要求事項の解釈不足に起因する申立てだったので、解釈が足りないと、思われるところを良く説明し内容確認させた。

□ その他(下に申立て内容とその原因、解決状況を具体的に記入して下さい。)



	再発防止の可能性(該当する方の□をマルで囲んで下さい。)

□ 同種の問題の再発は今回の経験を生かして防止することができると考える。

□ 再発防止対策を行うが、その効果の確認には時間がかかる。

	緊急にJRCAに連絡していただく場合には、差支えがない内容ならばfax.をお使い下さい。(JRCAのfax、03-4231-8685)／発信者氏名(　　　　　　　　　　　　　　)



－申請用紙０１－





－付属０１－





－付属０２－





－申請用紙０２－
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